
病床数適正化支援事業について

令和７年７月

医務薬事課

◯病床数適正化支援事業について（厚生労働省資料）

◯医療機能別許可病床数（病床数適正化支援事業の削減見込み反映後）

◯病床数適正化支援事業（２次内示分）について

報告資料１－２



人口減少や医療機関の経営状況の急変に対応する緊急的な支援パッケージ
（医療需要等の変化を踏まえた医療機関に対する支援）

効率的な医療提供体制の確保を図るため、医療需要の急激な変化を受けて病床数の適正化を進める医療機関は、診療体制の変更等に
よる職員の雇用等の様々な課題に対して負担が生じるため、経営状況が厳しい医療機関に対して入院医療を継続してもらうことを目的
に支援を行う。

事業目的

患者減少等により経営状況の急変に直面している医療機関への支援

（概要） 医療需要の急激な変化を受けて病床数の適正化を進める医療機関を対象とした経費相当分の給付金を支給する。

（交付額） 病院（一般病床・療養病床・精神病床）・有床診：4,104千円／床

事業概要

厚生労働省 都道府県 医療機関

支給対象

（支給対象）（※1）
・予算成立日（令和６年12月17日）以降、令和７年９月末までに
病床数を削減

・令和７年９月末時点で、廃院をしていないこと（※2）
（※1）令和７年度への繰越しが認められた場合 調整中
（※2）地域医療構想に基づく再編統合は除く

（算定除外）
・産科・小児科病床の削減
・同一開設者による病床融通
・事業譲渡による削減
・病床種別の変更によるもの（病床数の減を伴わないもの）
・特例病床により増床した病床の削減
・既存病床の算定から除外される病床の削減

※提出のあった事業計画を踏まえて、予算の範囲内で国から都道府県に配分を行う

①事業計画提出

④交付申請提出
交付決定

②事業計画提出

③内示

⑤内示（支給決定通知）

⑥支給申請書提出
給付金支給⑦実績報告

交付額確定
１
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病床数適正化支援事業（２次内示分）について

（１）２次内示の基本的な考え方
●予算配分の対象：医療機関（Ｒ４～Ｒ６年度連続赤字の医療機関＋

Ｒ５・６年度連続赤字の医療機関）
●１医療機関当たりの予算配分：最大10床（最大約4,100万円※）

※１医療機関当たりの支給額の上限は、平均赤字額の半分。
●病床削減を行う医療機関への支援に当たり、新興感染症の確保病床であるか否かなど、地
域の医療提供体制への影響を踏まえた上で判断するよう国から依頼。

（２）本県の２次内示額
●476,064千円（116床分）

【参考】本県の１次内示の支給対象について（内示額:603,288千円※147床分）

① 国の１次内示に示された配分方法に基づく支給分
・一般会計の繰入等がない医療機関
（Ｒ４～６年度連続赤字の医療機関＋
Ｒ５・６年度連続赤字かつ令和６年度に病床削減実施済の医療機関）

・１医療機関当たりの支給対象病床数の上限は、50床
・１医療機関当たりの支給額の上限は、平均赤字額の半分

②県独自の配分方法に基づく支給分
・Ｒ５～６年度赤字の医療機関で病床削減実施前の医療機関
・予算の範囲内で削減予定の病床数に応じて傾斜配分

令和７年６月27日付け厚生労働省医政局医療経理室事務連絡
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